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和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所
  構内の一角で2015年に羽化 したクマゼ ミ
   (半翅 目,セミ科)の 抜 け殻の長期付着
Long-term attachment of the cast-off shell of cicada Cryptotympana facialis (Hemiptera, Cicadidae) at a 




は,盛 夏にクマゼミCり例oげ'塑αηαヵdα1'5(半翅 目,セ ミ科)が マサキ,ハ マユ ウ,トベラ上や水族
館壁面で羽化する｡こ の小区域で,2012年,2014年,2015年に総数でそれぞれ65個体,106個体,101
個体のクマゼ ミが羽化 した(久 保田,2012,2015)｡今回,2015年にただ1個 体だが,こ れまでに
ない長期間,抜 け殻がマサキに付着 し続けたので報告する｡
 2015年7月中の羽化地点の高さは3m以 内がほ とんどで,こ れより高所での羽化は,水 族館の壁や
マサキ上でのわずか10個体だった｡こ れらは羽化数を毎 口数える時に採取せずにそのまま残 しておい
た｡も っともわざわざ採取 しなくて も,何 らかの理由で自然に落下 したもの も見られた｡
 7月中旬から来襲 した台風11号や引 き続 く台風12号などで水族館壁面に付着の抜 け殻は全て吹き飛
ばされ,マ サキなどの樹木に付着 したものも相当数が同様であった｡し か し,ただ1個 体だけが例外
的に度重なる台風や風雨の影響にも拘わらず,マ サキの一枚の葉に付着 したまま落下せずにll月まで
継続 して付着 した(12月初旬に既 に落下)｡従 って,少 なくともおおむね4カ 月間という長期の自然
条件化での付着が見 られた｡
 こうした付着は温室内などといった自然の影響のもっと弱い場所であれば,付 着基盤がずっと同じ
条件で しっか りさえしていれば,よ り長 く付着 したままであろう｡例 えば樹木の枝上で羽化した もの
をその枝ごと採取 し静置すれば,半 永久的な抜け殻標本が作製で きるであろう｡
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